
１．件名：「関西電力株式会社大飯発電所第４号機・高浜発電所第３号機・美浜発電所第３

号機の安全性向上評価届出について」 

２．日時：令和５年４月２４日（月） １３時００分～１５時００分 

３．場所：原子力規制庁 原子力規制庁内会議室（※一部ＴＶ会議システムによる出席） 

４．出席者： 

原子力規制庁 

 安全性向上評価チーム 

戸ヶ崎安全規制調整官、雨夜上席安全審査官、日髙安全審査専門職、福原管理官

補佐、儘田主任技術研究調査官、西村副主任技術研究調査官、川口技術研究調

査官、伊東技術参与 

 

実用炉審査部門 

宮嶋安全審査官 

 

関西電力株式会社 原子力発電本部 安全・品質保証部長 他２５名※ 

 

５．自動文字起こし結果 

  別紙のとおり 

  ※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果を不開示情報を除きそのまま掲載して

います。 

   発言者による確認はしていません。 

 

なお、本面談については、関西電力株式会社から一部対面での面談開催の希望があ

ったため、「緊急事態宣言解除を踏まえた原子力規制委員会の対応」（令和３年１０月

６日 第３６回原子力規制委員会 配付資料１）を踏まえ、一部対面で実施した。 

 

６．その他 

 提出資料： 

・資料１－１：大飯発電所4号機安全性向上評価（第3回）届出書の概要 

・資料１－２：高浜発電所3号機安全性向上評価（第4回）届出書の概要 

・資料１－３：美浜発電所3号機安全性向上評価（第1回）届出書の概要 

・資料２  ：安全性向上評価の継続的な改善に係る取組み状況について 

・参考１  ：大飯４号機第３回安全性向上評価届出書の前回との差異について  

・参考２  ：高浜３号機第４回安全性向上評価届出書の前回との差異について  

 

以上 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:01 原子力規制庁の宮嶋です。 

0:00:06 大井。 

0:00:12 室岡。 

0:00:22 はい。関西電力の原子力事業本部安全防災グループの仲村の方か

ら、まずはご説明の方をさせていただきたいと思います。 

0:00:30 それで画面の方にも映させていただいております。当時、 

0:00:33 送付させていただいておりますと、 

0:00:36 前回との差異について、まずはこちらの方からご説明の方させていただ

きたいと思います。 

0:00:41 まずは大井 4 号機の第 3 回安全性向上評価届け出書の、前回との範

囲について、そういったこと。 

0:00:48 そうしまして、 

0:00:49 第 2 回のところにつきましては、2 年前ほどに届け出ておりますが、ま

ず、今回から第 2 章の方ですね隣の他事業者の追加措置を新知見の 

0:01:01 収集対象として追加しております。 

0:01:04 また第 3 章の方では、特重施設を設置したことに伴いまして、 

0:01:10 はい。 

0:01:21 何かございますでしょうか。いえ。 

0:01:27 はい。すいません。それでは再開させていただきます。特重施設を設置

したことに伴いまして内的、外的のレベル 1、2 のＰＲＡとですね、 

0:01:38 地震津波、他のストレステスト、こちらの方を実施してございます。 

0:01:44 また収着救急の評価といったところも、今回実施しているといったところ

が、大井 4 号機第 3 回での大きな特徴となってございます。 

0:01:54 はい。そうしましたら簡単ではございますけれども次の高浜 3 号機、第

4 回の安全性向上評価統計書の前回との差異のところについて 

0:02:04 ご説明の方させていただきたいと思います。 

0:02:07 高浜 3 号機の今回の第 4 回の届け出としましては、 

0:02:11 田川 3 号機の今回の評価内容は多いと。基本的にですね実施内容と

いうのは動水でございますが、高浜発電所の場合、前回すでに特重施

設を含む。 

0:02:24 ＰＲＡそれセットを開始しておりまして、 

0:02:27 今回は、追加の評価であること。 

0:02:29 前回、中長期と評価。 

0:02:32 究極的な評価のところにつきましても、一部の安全因子について、 
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0:02:37 届け出ていたことが主な違いとなってございます。 

0:02:42 高浜 4 号、高浜 3 号機の第 4 回の届け出書の前回との差異としまして

も、このような 

0:02:49 構成の違いとなってございます。概要としては以上となってございます。 

0:02:53 次から届け出の順としまして大井 4 号機、高浜 3 号機、美浜 3 号機の

順に、概要資料の設備、 

0:03:03 いただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

0:03:06 それではちょっと説明者の方交代させていただきます。 

0:03:13 はい。安全防災グループイワタから、大井 4 号機第三課についてです

ね、概要説明資料をご説明させていただきます。 

0:03:21 まず、 

0:03:22 ページ 1 右肩 1 をお願いします。 

0:03:26 大井 4 号機では、このページ中ほどの 2 章の保安活動からですね、2

件、 

0:03:32 新知見から 1 件追加措置を抽出しており、 

0:03:36 三つ目と四つ目のひし形、保安活動と新知見の両方にＣＣＦ対策という

記載がある通り、これはですね共通で、つまり、二つの両方の調査から

一つの追加措置が抽出されております。 

0:03:49 2 章からの追加措置は、合計 2 件。 

0:03:52 になっております。 

0:03:54 新知見は、小さい字で書かさせてもらってますが、※2 にある通りです

ね、増加期間中の安全研究、 

0:04:02 国内事業者の安全性向上措置を含む運転経験、 

0:04:07 斉木菅。 

0:04:08 及び国内外の学会等の情報、規格基準はＰＲＡデータメーカー提案を

広くサービスしておりまして、 

0:04:15 例えば現在検討チームで議論されているような設計古さに一部関連す

るような技術情報も、 

0:04:21 この新知見の調査或いは保安活動の評価からピックアップされること

が、理解していただけると思います。 

0:04:28 次のページお願いします。 

0:04:31 右肩 2 ページですけども、3 章のＰＲＡとストレステスト。 

0:04:36 これは特重施設に加えて、ＲＣＰ一次冷却材ポンプへのシャツ直し、 

0:04:42 これは以前にもご説明させていただいておりますが、全交流電源が喪

失した際に、ポンプシールからの増加を防ぐ対策ですが、 
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0:04:50 これを考慮した評価を実施、今回し、実施しております 

0:04:55 リスク重要度に応じた緑とか、赤とかそういった表現がございますけど

も、 

0:05:00 事象発生頻度とＣＤＦ、 

0:05:02 またはＣＦＦへの寄与の割合等を評価して、基本的にすべての事故シー

ケンスについて、今回、重要度が低い。 

0:05:10 と評価されてることになりました。 

0:05:14 またｓｌｉｐストレステストでは、特重施設を導入したことによりまして、津波

のクリフエッジが、 

0:05:20 15 メートル 4 メートルほど柵となっております。 

0:05:24 中長期的な評価では追加措置をいっぺん、 

0:05:27 注水していますので、 

0:05:30 イデのページの 2 章、2 件。 

0:05:33 あわせて、今回の大飯 4 号機の追加措置は 3 件の追加措置替えられ

ており、 

0:05:39 次のページお願いします。 

0:05:43 右肩 3 ページは追加措置 3 件を、ここに示したものです。 

0:05:48 一つ目は、先ほど申し上げましたＣＣＦ対策。 

0:05:52 と言いましたが、これはプラントの止める、冷やすを担う。 

0:05:56 安全、安全保護系回路を正常中止対策でデジタル化したときに、 

0:06:01 複数のチャンネル間トレンのソフトウェアにバグがコピーされて、ＴＣＦ。 

0:06:07 共通要因故障が発生するという懸念に対して、 

0:06:10 もともと最低限の規模でアナログパイプファイルを残していたのですが、 

0:06:15 今回さらに安全注入の自動機能と、 

0:06:18 ＣＶの隔離機能のアナログ回路を追加しております。 

0:06:22 そういった対策を今回追加措置として抽出しています。 

0:06:27 これは保安活動での評価からも抽出してますが、このＣＣＦ対策に関連

するＡＴＥＮＡの技術ガイドが、新知見の調査でも抽出されております 

0:06:37 先ほど申した通り、両方の観点で抽出された扱いになっております。 

0:06:43 2 点目の追加措置については、大井 4 号機の前回第 2 回届時に、追加

措置として、主査パフォーマンスレビュー会議、 

0:06:51 というものがあるんですけども、発電所に導入されたのですが、その場

でワードだったり、ＪＡＮＳＩ、 

0:06:58 の第三者レビューで実施しているような、他電力や業界のエクセレンス

を積極的に、 
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0:07:04 活用した自己評価をやっていくという取り組みになっております。 

0:07:09 三つ目の追加措置としましては、これは一部従来から進めているものも

ありますが、届け出書のですね、 

0:07:16 1.2 章の敷地特性の記載を最新化していくことを仕組みとしてやってい

こう。 

0:07:21 こういう追加措置になっておりまして、 

0:07:24 2023 年度以降、記載がございますが、次年度上期は、 

0:07:29 2 届け出を予定している、5 ユニットのものから適用していこうと検討を

進めているものです。 

0:07:36 以降の資料は、各追加措置の詳細な中身ですが、説明は割愛させてい

ただこうかなと思っております。 

0:07:43 次に右肩 9 ページをお願いします。 

0:07:51 右肩 9 ページですけども、前回注視した追加措置のうち、1 件、 

0:07:56 一層開放故障検知システムが、評価対象期間については未完了の扱

いだが、 

0:08:02 昨年度末ですね、完了しております。 

0:08:06 次のページ、右肩 10 ページ、お願いします。 

0:08:10 右肩 10 ページでは、前回までの届け出で、工夫されてきた。 

0:08:15 ものと、10 ページ、次のページに示す、計 6 件の追加措置も実施済

み。 

0:08:21 または導入し、継続実施の扱いとなっているものを記載しております。 

0:08:27 それでは右方 12 ページ行きます。 

0:08:32 今回の届け出の評価対象期間中に実施された主だった新たな取り組

みとして、訓練に関連する対応 2 件。 

0:08:39 伝えております。 

0:08:42 大井 4 号の概要は以上になります。次は、高浜 3 号の説明に移りま

す。よろしくお願いします。 

0:08:49 はい。では引き続きですね、高浜 3 号機の第 4 回の概要の方のご説明

をさせていただきます。 

0:08:57 徳重原子力事業本部安全防災グループのタモンでございます。 

0:09:02 そうしましたら高浜 4 号機の資料のですね右肩、1、 

0:09:07 Ａをご覧ください。 

0:09:09 ちょっと主機赤字で書いておりますけれども、先新居ほどですねご説明

しました大井 4 号機との差異、 

0:09:17 の部分をですね、資料上赤字で示させていただいております。 
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0:09:22 見ていただきます通りですね、高浜につきましても第 2 章の方からです

ね、 

0:09:29 大井と同様のＣＣＦ対策。 

0:09:32 に加えまして、 

0:09:36 先ほどこれは大井の方でですね、 

0:09:39 エクセレンスの活用による自己評価といった対策があったんですけれど

も、高浜ではパフォーマンスレビュー会議、 

0:09:47 なって、といったところで抽出しているといったところの違いがございま

す。 

0:09:54 それからですね、 

0:09:57 主立ったところといたしまして、次にちょっと右、右肩 2 ページをご覧くだ

さい。 

0:10:04 先ほどですね 

0:10:06 冒頭のですね際の表で説明いたしました通り、3 章についてなんですけ

れども、特重の設置によりますＰＲＡ。 

0:10:15 こちら前回でも実施していたんですけれども、 

0:10:19 第 3 章の中座上から 2 行目ですね、赤字の通りです。 

0:10:24 それセット、 

0:10:25 あとすいません、中段の辺りですね、括弧してＳＴと書いてある部分なん

ですが、 

0:10:30 ここの赤字の通りストレステストについてはですね、より精緻な評価を行

う。 

0:10:36 いったところで地震クリフエッジの改正を今回行っております。 

0:10:40 それから、二つ目のポツでございますけれども、高浜でもですね中長期

的な評価を実施しておりまして、大飯と共通の追加措置、 

0:10:50 そういうことで 1．ニシノ最新化といったところを、を抽出しております。 

0:10:57 次に右肩 3 をご覧ください。 

0:11:03 三笠ですが、高浜 3 号機で今回抽出されました追加措置の 3 件を示し

ております。 

0:11:10 真ん中にございますパフォーマンスレビュー会議ですが、こちらはです

ね、大飯の 4 号機の、前回、 

0:11:17 第 2 回、 

0:11:18 の出荷のときに、追加措置で収集されたものを参考にいたしまして、高

浜でも、 

0:11:24 採用したと。 
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0:11:25 いった対策でございます。 

0:11:28 以降 4 ページ以降の資料につきましてはですね、 

0:11:34 各措置の詳細な中身になりますが、詳細の方は割愛させていただきた

いと思います。 

0:11:41 ちょっとページを飛びますけれども、右肩、9、9 ページまでちょっと飛ん

でいただきたいと思います。 

0:11:51 右肩 9 ページからはですね、前回といいますか第 3 回の届け出、 

0:11:57 までにですね、収集されました追加措置、こちらの実施状況を示した資

料でございます。 

0:12:04 前回までに抽出したもののうちですね、海水上にあります海水ポンプ軸

受の取りかえ、こちらは循環水系そのことによりまして非常用海水系の

機能喪失、 

0:12:16 こういったものが起こるのを防ぐといった対策でございますけれども、こ

ちらは前回届け出で計画した通り、今後実施していくと。 

0:12:25 こういったものになっております。 

0:12:28 それから次に③ですけども、こちら土地済みになります。 

0:12:33 抽出オリフィスの取りかえでございます。 

0:12:36 こちらはアメリカの方の新知見を踏まえまして起動時に、ＬＯＣＡが発生

した。 

0:12:41 こういったときにですねＲＣＳの圧力減によって発生するボイド、 

0:12:45 このボイドによりまして或いはジェットポンプのキャビテーション補償。 

0:12:49 そういったところを防ぐために行う対策でございますけれども、こちらの

方はご覧の通り第 25 回の定期事業者検査の方で、 

0:12:59 対策の完了ををしております。 

0:13:07 ちょっとちょっと止めまして、 

0:13:08 次に右肩 11。 

0:13:12 をご覧ください。 

0:13:14 笑と 11 ページではですね。 

0:13:17 今回、高浜の方で、この統計税の評価対象期間中、 

0:13:22 にですね、すでに実施が完了したものと、 

0:13:26 いったものを示しております。 

0:13:28 そういった取り組みをし、常日頃からしておりまして、ここで主立った新

たな取り組みといったところで、5、 

0:13:38 記載のほうをさせていただいて、 

0:13:43 以上がですね、高浜 3 号機の第 4 回の概要のご説明でございます。 
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0:13:50 続きましてですね、質疑深山 3 号機の方の説明の方にちょっと移らさせ

ていただきます。 

0:13:59 はい。説明者変わりますが、関西電力安全防災グループの仲村の方か

ら、美浜 3 号機の第 1 回のスズキについて、ご説明の方をさせていた

だきます。 

0:14:08 資料、右肩 1 ページ目をお願いいたします。 

0:14:14 美浜発電所におきましては初回届け出のため、第 3 回ＰＳＲの評価対

象期間以降の期間を対象に評価を行っておりまして、 

0:14:25 いや、高浜のものと比べまして、多くの値、新知見でしたり長期間の保

安活動というのを確認しまして、評価を行っております。 

0:14:36 その結果としまして第 2 章の保安活動のところから、5 件。 

0:14:42 新知見のところから 3 件。 

0:14:45 追加として、 

0:14:46 ちょっとこれがイデてきてございます。 

0:14:49 ただし、新知見の 3 件のうち 2 件につきましては、ＣＣＦの対策と、一層

か開放保証検知システム。 

0:14:58 としましては保安活動と共通の内容ですので、第 2 章からは、 

0:15:04 6 件の措置を抽出してございます。 

0:15:08 次ページ、右肩 2 ページをお願いいたします。 

0:15:13 第 3 章のＰＲＡとストレステストでは、 

0:15:16 ＳＡの対策設備、 

0:15:18 及び特重設備を考慮した評価を実施してございます。 

0:15:23 この結果ですねＰＲＡの方からは、ＥＣＣＳの再循環自動切り換え、 

0:15:30 ＲＣＰの櫻田アンシールの 

0:15:33 意見のハード対策を抽出しております。 

0:15:36 ＲＣＰの笹田椎野につきましては、2 章の新知見の方からも抽出されて

ございます。 

0:15:43 また、教育訓練へのリスク情報の活用しまして、 

0:15:47 比較的リスク重要度が入って操作に対する意識を高める。 

0:15:51 ソフト対策も抽出してございます。 

0:15:56 次にストレステストについてですが、 

0:15:58 クリフエッジというのは、地震のクリフエッジが 1.18 時、 

0:16:04 津波クリフエッジは 9.4 メーターと、 

0:16:07 いずれも設計基準に比べて大きく評価されております。 

0:16:12 なお、プリフェイスのところにつきまして、 
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0:16:15 今回実施していない評価項目でございます地震津波の随伴事象除いて

は、第 2 回届け出にて実施することとしております。 

0:16:25 次ページ右肩 3 ページをお願いいたします。 

0:16:29 今回ですね右肩 3 から 4 ページに示します通り、 

0:16:33 美浜発電所の安全性向上評価におきましては合計 8 件の追加措置が

周知されております。 

0:16:40 代表的な性格としましてナンバー6 のところですね、右肩 4 ページのと

ころになるんですけれども、 

0:16:47 ＥＣＣＳ再循環自動切替装置の導入につきましては、 

0:16:51 こういったところは具体的な内容としては右肩 10 ページのところに記載

の方をさせていただいております。 

0:16:58 ちょっとこちらの方について 

0:17:03 すいません、ちょっとページ、そうしましたらページの方といいますし 12

ページのところまでちょっと飛ばさせていただきます。 

0:17:13 こちらのところにつきましてはナンバー6 のＥＣＣＳ再循環自動切替装置

の導入としまして、目的内容を記載させていただいてございます。 

0:17:21 炉安審燃安審の届け出はですね届け出の活用につきまして、委員の先

生方からコメントをいただいておりまして、それに対する一つの回答とし

まして、こちらの方に記載させていただいているような絵を使って、 

0:17:34 届け出制度の中で、生活地が抽出される掃除をストーリーをできるだけ

わかりやすくお伝え。 

0:17:41 するようなあまり資料というのを作成しまして、 

0:17:44 公表をしているとともに、ご報告。 

0:17:47 こういった方、ご報告させていただきたいと、いうふうに考えております。 

0:17:53 またですねここでＰＲＡというのを実施した結果です。 

0:17:56 切り換え操作の失敗のシナリオが、ＣＤＦのうち 41％を占めておりまし

て、重要度が高いと評価されたこと。 

0:18:05 合わせて経年化の評価のような考え方になりますが、高浜 34 号機、 

0:18:11 Ｂ34 号機ではすでに自動化されているといったこと。 

0:18:16 会田ＩＲリームの検討プロセスを参考に、 

0:18:20 運転員の負担軽減等のＬＴＥエレメントを踏まえまして、 

0:18:24 追加報酬として抽出し、抽出したことをこちらの整理で表現してございま

す。 

0:18:30 今後ですねＡＴＥＮＡのガイドに基づき、新屋敷、設計経年化の評価とい

うところの結果を、届け出書に含めていただけるかと思いますが、 
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0:18:40 この再循環切り換えが自動化されているか、分担いささかという違い

を、ＰＲＡを実施することでもすでに実施されてございます。 

0:18:49 そうしましたら、次、右肩 13 ページをお願いいたします。 

0:18:56 それではＰＲＡから抽出されましたもう一つの経過措置でございます。Ｒ

ＣＰのシャットダウンシール通りについて説明してございます。 

0:19:05 過去高浜 34 号機より大飯 3 号機でも同様に、追加措置としておりまし

て、 

0:19:11 これ、現在、これらのプラントでは導入済みの措置の、となってございま

す。 

0:19:17 これらのプラントと同様にですね美浜 3 号機でも、ＳＢＯや補機冷却系

の損失によりまして、ＲＣＰの封水が失われて、 

0:19:26 ＲＣＰシールからＬＯＣＡが発生することのリスクが大きいことが確認で

き、確認できておりますので、 

0:19:32 先行プラント同様実施、ＲＣＰのサトウなシールを追加としております。 

0:19:39 なおですね過去、高浜 34 号機、大飯 34 号機におきまして、演算にてＲ

ＣＰの札のシールを導入しても 

0:19:47 設置許可は、申請書に影響がないというその後旨説明させていただき

ますし、不要、申請不要であることを確認いただいております。 

0:19:56 同様に美浜 3 号機についても同様に、設置許可申請書に影響がないこ

とを確認してございます。 

0:20:03 もし必要でしたら調査について改めてご説明の方をさせていただきたい

と思います。 

0:20:08 また次、絵の右側 14 ページをお願いいたします。 

0:20:15 これまでの 10 件の表。 

0:20:17 教科書を当社届けてを届け出ておりますので、 

0:20:21 それの中で、収集されております追加措置につきまして、美浜発、 

0:20:25 すべて美浜発電所へ反映状況調査しており、ございます。 

0:20:30 ここで記載されております 13 件につきましては、 

0:20:33 すでに違反 3 号機にも取り入れ済みの内容となってございます。 

0:20:39 また美浜独自でですね評価対象期間中に実施された主だった新たな取

り組みもしてございます。 

0:20:47 取り組みとしまして 7 件、右肩 17 ページ、18 ページに記載してございま

す。 
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0:20:55 美浜 3 号機はですね後継年度として生活をしておりますが、このよう

に、その中で措置を抽出しておりまして、実施していくことで、より新しい

設計のプラントにキャッチアップしようとしている。 

0:21:07 或いは設計値を踏まえて必要な措置が、届け出の中で自主的に施設さ

れている。 

0:21:13 といったような状況というところをご理解いただければと、を考えてござ

います。 

0:21:20 美浜浜松燃焼 3 号機の送迎所の設置概要については以上となってご

ざいます。 

0:21:27 はい。続きましてですね、な、関西電力 

0:21:33 安全性向上評価の継続的な改善に係る取り組み状況についての資料

についても、簡単に節、 

0:21:42 伊方 1 ページをお願いします。 

0:21:45 このパワーポイント資料は、2018 年に示された改善の方向性に沿った

当社の通り、 

0:21:53 と、それから第 7 回の会合、 

0:21:56 提案された改善アイテムに対する取り組み状況を、 

0:22:00 面談の機会を活用してご説明させていただいてきた。 

0:22:04 矢羽根の二つ目に書いてありますように、 

0:22:09 安全性向上評価の目的に照らしてとありますけれども、つまり規制庁さ

んやステークホルダー、それから、弊社自身、それから弊社の協力会

社、 

0:22:19 も含めてですね、我々自身もですね、安全性向上の取り組みを、我々

の理解、 

0:22:25 さらに推進していく。 

0:22:28 ための気づきとか、フィードバック 

0:22:31 これ終えていくっていったものが、目的だと理解してますから、当然届け

出書も、よりわかりやすくですね、よりよいものに継続的に改善していく

と。 

0:22:41 理解しており、 

0:22:44 次のページへお願いいたし。 

0:22:47 で、まず、2018 年の改善の方向性に対する対応ですけれども、今回の

三つの大井。 

0:22:56 高間様の届け出で更新されたのは、課題 7 と課題 10 でございます。 

0:23:03 で、右方 18 枚目をお願いします。 
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0:23:10 課題 7 ですけれど、内部事象外部事象の評価に対してですね、 

0:23:16 安全性設計に影響するような情報を抽出する、プロセスについても記載

してわかりやすくするという回線、 

0:23:25 これは下の枠に記載されてますように、ＳＳＴクエンチファイルの記載等

を参考にして、高浜 3 号機のフジカワ評価、これ、 

0:23:35 今回の高浜 3 号機の第 4 回評価 

0:23:38 等へ反映することとしていました。 

0:23:42 次のページ、19 枚目お願いし、 

0:23:46 ＳＳＣとメンテⅤを下敷きとしてですね、原子力学会でＰＳＲプラス指針、 

0:23:54 ますけど、これに基づく中長期的な評価っていうのを、今回、大井 4 号

機と高浜 3 号機で実施して、 

0:24:02 その中で記載し、 

0:24:04 記載を充実しまして対応して、 

0:24:08 下の美浜 3 号機、これは第 3 回の届け出を目途に、中長期的な評価を

実施。 

0:24:16 その際に同様に反映するということで、 

0:24:21 課題 10 は、24 枚目、 

0:24:26 します。 

0:24:28 下課題 10 の方は、これは中長期的な評価を、政治ＴⅤを、に基づいて

実施するというものですけど、さっきから、 

0:24:38 セイキファイルと同等の規格、原子力学会標準のこれをＡＳＪＣ、 

0:24:46 Ｓ006、 

0:24:48 これが発刊されてます。これーを、我々ＰＳＲプラス指針、 

0:24:55 プロアクティブセーフティレビュー、 

0:24:56 呼んでますけど、 

0:24:58 これを参考にですね、14 の安全医師、セキｆａｃｔｏｒごとの評価と、ファク

ターごとの 

0:25:06 案ファクターパターン、間の相互関係の確認等を、これ、 

0:25:11 で行う。 

0:25:13 次のページ、25 枚目ですけど、先ほどの課題なのと全く同じですけど、

大井 4 と高浜さんは今回、やる。 

0:25:23 美浜 3 号機は同様に今後、 

0:25:28 で、また飛んであれですけど 20、30 ページ目、お願い。 

0:25:33 30 枚目これはですね、第 7 回の公開会合での意見、交換を挙げられ

た、これらの相手の 
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0:25:43 については、現時点ですべて対応済みとなってございます 

0:25:48 以上でそれ以上の以外の説明っていうのはすみません、割愛させてい

ただきますけど、課題 1 から 11 でですね、2018 年、 

0:25:59 継続としたものについてもですね、基本的に先ほどの課題 7 とか 10 と

同様にです。 

0:26:05 今後予定されている、ＰＲＡとかストレステスト、急遽、 

0:26:10 今日、 

0:26:10 そういったタイミング。 

0:26:13 5、5 年に 1 度或いはその大きな改造工事があったと。とかそういったタ

イミングでですね、同様の取り組みを継続して展開していくというもの

で、 

0:26:22 本資料の冒頭に申し上げたようにですね、 

0:26:27 届けのの目的に照らして、ここで挙げられている事項にとどまらずです

ね、今後も自主的継続的に届け出症自体もですね、改善していきたいと

考えて、 

0:26:37 ますので、今日の質疑の中でお話を伺いできればと思いますけど、この

資料は、今後の届け出の面談では、説明を割愛できるかなとか、 

0:26:49 もしご用命があれば我々が目指したい、具体的な、ここにある以上の改

善ポイント、 

0:26:55 もう簡単に 

0:26:57 ことも、 

0:26:59 あればと思いますので、弊社からの説明は、一旦ここで終わらせ 

0:27:03 ます。 

0:27:04 ご質問等あれば、よろしくお願い 

0:27:10 成長がわからない。 

0:27:16 すいません規制庁の伊藤です。 

0:27:18 加来大井と高浜富山の人ですので大飯を例で説明、 

0:27:24 申します。 

0:27:25 まず 5 ページなんですけど、 

0:27:29 実際のあんな合計の指針対策に、左と従来からのニイズが書いたんで

すけど、 

0:27:37 変わった。 

0:27:42 多様化された。 

0:27:52 16 ページ目のシャットダウンシーズについてなんですけど、一番、16 ペ

ージ左側の、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:27:59 要は提言って事前資料書いてあんですけど、 

0:28:02 それは、 

0:28:07 ちょ、 

0:28:09 すいません、関西電力の原子力事業本部なんですけれども、 

0:28:13 申し訳ございません。ご質問いただいている内容がちょっと音声の方が

不明瞭でちょっと 

0:28:20 伝わっていない状況となっておりまして、ちょっともう少しボリューム上げ

ていただけますでしょうか。 

0:28:28 仲村さん聞こえる。 

0:28:32 もしもし。 

0:28:33 音声はよくよく聞こえます。ご質問はですね。 

0:28:38 まず 1 点目からってよろしいですかね。 

0:28:42 はい。 

0:28:42 そしたら 1 点目はですね、ＣＣＦ対策、これどう変わったかっていうのを

ご説明して欲しいということでございます。 

0:28:53 これ、事業本部からお願いしても大丈夫ですか。 

0:28:58 5 枚目ですね。大井。 

0:29:14 事業本部からちょっと反応あれなんですけど、5 枚目、絵が書いてあり

ますね。従来と緩和対策。 

0:29:21 これちょっと 

0:29:24 絵としては全く同じなのでちょっとわかりにくいかもしれないんですけれ

ども、右に安全保護アナログ盤っていうのが、従来の安全保護計装盤と

かロジック盤シーケンス盤をロジックバーンと、 

0:29:38 計装盤起これバイパスする形で、センサー加圧器圧力とか伝送器です

ね、こっからの信号を分岐しまして、 

0:29:48 デジタルになってる左っ側の計装盤っていうのをバイパスする形で、 

0:29:55 保護界保護機能が作動するように、デジタルだけじゃなくって、アナログ

の回路を別に、もともとこれ用意してございます。 

0:30:06 大井 4 号機とか、 

0:30:08 プラントも平成 17 年以降ですね安全保護回路はデジタル化していって

ますけれども、その時に、当時 

0:30:16 技術基準でですね、アナログ回路を設けることっていう要求が当時から

ありましたので、その時にまずトリップする機能、これを 
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0:30:27 本当保護要素って 10 何個、いっぱいありますけど、そのうち幾つかを

選択して、最低限の機能これで、もし仮にデジタルが手保護回路が動

かなかったとしても、 

0:30:41 アナログ回路を使って、自動でトリップすると、そういう機能を設けたとい

うものでございます。で、今回はですね、この 

0:30:51 大中破断のＬＯＣＡがどう、それからこのＣＣＦ対策、これＣＣＦコモンコー

スフェリアが同時に発生した場合、ていうのを想定した対策としてです

ね。 

0:31:03 この冷やす機能ですね、 

0:31:06 安全注入の作動の機能っていうのも、このアナログ盤というところに追

加したっていうのが、今回の対策でございます。 

0:31:14 だから、停止機能っていうのはもともとタービン、下に加圧器圧力低また

は何とかって二つ書いてありますこれはもともと一緒なんです 

0:31:25 けど、港湾系の機能として、 

0:31:29 下に書いてありますようにですね、加圧器圧力低にて、自動安全注によ

る自動化格納容器角っていうのを、これ対 

0:31:40 追加したということになってございます。 

0:31:44 何が変わったかというのはこういう状況 

0:31:50 を、 

0:31:53 規制庁のです。今の説明であれば、 

0:31:56 右の方のアナログ盤のところで、加圧器圧力低設定の 2 分の 2 は色を

つけて、 

0:32:03 それによって、下に書いてあるコア注入ポンプの軸ポンプ、 

0:32:07 これは、 

0:32:08 作動するように追加したと。 

0:32:11 それがＣＣプラス 

0:32:13 のの強化ですね。 

0:32:21 そうじゃなくて、 

0:32:23 重要なやつを強化、 

0:32:27 もともと、下に例えば停止機能でも加圧器圧力低または高による原子

炉トリップと蒸気発生器水位低による原子炉トリップそれからもともとあ

るのか、かつ、 

0:32:37 黄圧力低または高による主蒸気隔離主給水隔離要求 8 セイキ推定に

よりる、主蒸気隔離補助給水だと、これもともとあったんですね。 
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0:32:50 停止系と、公安系、もともと、もっとホンチャンのデジタルには、もっとも

っといっぱいいろんなメニューがあるんだけど、アナログで用意している

のは、もともとこれだけ 

0:33:02 でそれに対して今度は活用圧力定義で自動、安全注入と自動隔離 

0:33:08 病気隔離っていうのも、もう 1 個追加した。 

0:33:17 デジタルとおんなじだけ保護要素を用意したら、これもともと製造中止対

策でやってます。 

0:33:24 だから、アナログをおんなじだけ用意したら何やってんのかわかんなく

なっちゃうし、いうこともありますので、検討して最低限のものもともと、 

0:33:35 これ震災前から、 

0:33:43 規制庁の高瀬です。ちょっと私もちょっとここ、 

0:33:47 ちょっと確認したかったんですけど、 

0:33:50 自主的に今回、共通的に、デジタルが駄目になったときに、アナログ

で、 

0:33:59 対応できるような、 

0:34:01 その自動の機能を、 

0:34:03 ロジックを追加されたという 

0:34:07 ですけど、ハード的な変更ってのはないっていう、まず考えて、 

0:34:11 ハード的な対応としては、このアナログ盤っていうのにカードって呼んで

ますけど、本当に檀アナログのディスクリートの抵抗とかダイオードと

か、 

0:34:23 このトランジスタとか出てきている、そのカードを追加してまして、それで 

0:34:30 設定値がそこまで行ったら、その信号によって出力するというそういうシ

スカード、 

0:34:39 追加 

0:34:41 はい。それはわかります。それで、規制庁のトガサキ、そのロジックのカ

ード一つと、あとそれを、そのロジックを、 

0:34:50 をつないつなぐ。 

0:34:52 この、 

0:34:54 弁とかの作動の下、信号。 

0:34:57 ていうのを追加しているという。 

0:34:59 そうですね作動するし、信号が、そのカードを追加することによって、下

にシーケンス盤ってありますよね。 

0:35:08 ここに入力される。 
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0:35:10 だからホンチャンのデジタルからも、アナログ盤からも、この高圧注入ポ

ンプ余熱除去ポンプ、格納容器隔離弁、 

0:35:21 頭の域の回路の手前にですね、 

0:35:27 から入るように、徹底。 

0:35:30 そういう会社でございます 

0:35:32 もともとそのポンプはデジタルで動くようにはなってますけど、炉道具か

らもそのリール叩いて動くと、そういうふうに 

0:35:42 したと。 

0:35:44 はい。規制庁のトガサキです。 

0:35:46 5 ページの 

0:35:50 安全保護シーケンス盤から下に折れ線線っていうのは、 

0:35:54 これは基本的にはそのデジタルで、 

0:35:58 作動する。 

0:36:00 変になる。 

0:36:01 それは主蒸気隔離弁だけじゃなくて、 

0:36:05 6 ページ。 

0:36:07 書いてあるような、こういう機能は、 

0:36:10 とか、 

0:36:11 が全部、 

0:36:13 組まれてると思うんですけど、この 5 ページの、従来の安全保護アナロ

グ盤というのは、 

0:36:21 それで作動するものは、主蒸気隔離弁等だけだったというに考えてよろ

しい。 

0:36:27 それに今回、 

0:36:30 廃炉を加えて、 

0:36:32 その回路からの信号っていうのは、 

0:36:35 5 ページの右、 

0:36:37 下の方にあるように、高圧注入ポンプとか余熱除去ポンプとか、格納容

器隔離弁等の 

0:36:43 も作動するように、従来のその多様化のアナログ盤では、 

0:36:49 非常勤隔離弁等だけだったんですけどそれについ、 

0:36:54 つい機能を追加してるということで、いや、ちょっと違ってて、従来の機

能の、この安全保護シーケンス盤っていうのは、あらゆる公安系の 

0:37:05 出力をできる機能がありました。だから、日置隔離弁以外にも、もちろん

この高圧注入ポンプとか余熱除去ポンプっていうのも、 
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0:37:15 動くんです。この安全保護申請 

0:37:18 ただ、この高圧注入ポンプとか余熱除去ポンプを動かす信号っていうの

は、このまままっすぐズドンて降りてきている、そのデジタル。 

0:37:28 による作動によって出力して、 

0:37:31 だから、ちょっとこの安全保護シーケンス盤の中でこうなんかし、 

0:37:37 絵があったらわかりやすいかわかんないんですけど、 

0:37:41 今回はそのアナログ盤から入ってくる信号を使って、 

0:37:47 主蒸気隔離弁以外も、そのポンプが動くような、そういう仕組みに 

0:37:52 設計 

0:37:56 ですから従来はデジタルであれば全部の信号が行ったんだけど、 

0:38:01 アナログのその多様化設備の安全をアナログ盤からは、 

0:38:06 ここに書いてある主蒸気隔離弁とニシカワ信号が行かなかったので、 

0:38:11 今回、追加した。 

0:38:14 この会議によって、 

0:38:16 高圧注入ポンプとか余熱除去ポンプとか格納容器隔離弁等にも信号が

行くように、 

0:38:22 きたんではない、ないですか。 

0:38:23 そう。その通り。そうですねはいだからちょっとですねこの二つ、5 ページ

のこの図っていうのはこの回路を追加しましたって話と、 

0:38:32 それとこの回路のササキ、信号の、 

0:38:37 のさ、さっきも追加しました二つの 

0:38:40 話があるというふうに理解している。 

0:38:44 図の話があるんでですから 

0:38:47 アナログ、今までのアナログ盤の、 

0:38:50 作動の進行だけじゃなくて、 

0:38:53 今回だから、 

0:38:55 自動的に動く回路だ、今までのアナログ盤というのは手動かななんてや

ってた。 

0:39:01 ですよね。 

0:39:03 それが、主導じゃなくて自動でも動くように回路を追加されたということ

です。 

0:39:10 そうですね。はい。その自動で動く理由でアナログ経由で動くか信号と

いうのが、今までの手動のアナログだと、容器隔離弁等だけだったの

が、 

0:39:21 自動のアナログ回路経由で動くものは、その対処をふやしていると。 
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0:39:30 そういう、右の下の 

0:39:32 この、 

0:39:33 ある意味、 

0:39:35 ヒガシにある。 

0:39:36 対象をふやしてる。 

0:39:39 そういう二つのコアことをやられてる。 

0:39:44 と。 

0:39:44 目的はここに書いてある、香月圧力低利益増、安全注入と移動。 

0:39:53 が、 

0:39:55 アナログファイルを使っても出るようにするっていう、それは一つの 

0:39:59 けど、実際にハードの対応としてやってるのは、おそらく、ちょっと二つっ

ておっしゃってるところ私の理解では、 

0:40:09 まずアナログ盤にカードを刺しました。で、せ、 

0:40:14 電送機からの信号を受けて、バイステープ。 

0:40:18 ええ。 

0:40:20 判別して、それ、 

0:40:23 ｓｈｏｕｌｄ超えたら、本信号を出す。 

0:40:26 いう改造一つ。 

0:40:28 もう一つがこのシーケンス盤の中で、オンの信号を、塩器隔離弁以外の

回路に 

0:40:38 もう入力して、そういう改造をやって、この機能を達成したと。 

0:40:45 そういうことなんですけど、それが二つ。そうですねですから、今までの

手動でアナログを、 

0:40:52 経由で機能すればよかったのが、 

0:40:56 非常隔離弁とだけだったんですけど、 

0:40:58 それだけではなくて、その自動でアナログ 

0:41:01 の回路で動くものっていうのを、もう対象をふやしてるっていうふうに、 

0:41:06 はい。ただその対象っていうのは先ほどのデジタルのは、で動く。 

0:41:12 全部ではなくて、その中から、その必要な機能をセレクトして選んでるっ

ていう、 

0:41:19 ふうに理解したんですけど、はい。 

0:41:21 そういう理解で、それで、 

0:41:24 今まではＲＯＶだと、そういう主蒸気隔離弁だだけだったのが、 

0:41:30 今回、 

0:41:33 デジタルでは全部 
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0:41:34 けど、その機能を、この、ここに書いてある機能に 

0:41:40 整理、限定した理由ってのは何か。 

0:41:45 今回、大破断ＬＯＣＡ中破断ＬＯＣＡ、これもこれはもともとは、 

0:41:54 このデジタルのＣｏｍｍｏｎＣａｕｓｅＦａｉｌｕｒｅ。要は、他のチャンネルにバ

グがコピーされて動かないっていうのと、第 9 破断ＬＯＣＡっていうのが

同時に発生するっていうことは、 

0:42:08 決定論的ですけれども、極めて極めて稀だろうと思っており、 

0:42:14 だけど、大破断ＬＯＣＡんも重畳した場合っていうのも、想定しようと。 

0:42:22 これも決定論 

0:42:25 これは 

0:42:28 実際はその規制庁様とＤＩＳかっ 

0:42:31 した上で、対話した上で、 

0:42:33 宛名を通じてですね、ＡＴＥＮＡの方で、どういうセレクトの仕方をしたら

いいだろうかっていうガイドも作りまして、そのガイドにのっとってやる

と。 

0:42:45 これは 

0:42:48 ここも議論がありましたけれども、市認可許認可ではなく、 

0:42:54 届け出、英語 

0:42:56 ホデです。 

0:42:57 というわけ。 

0:42:58 に、 

0:42:59 してです。 

0:43:01 要は、安全性が向上する取り組みなんで、 

0:43:05 スピーディーに、 

0:43:06 進めていく。 

0:43:08 ホデや、 

0:43:09 ゆとり、 

0:43:10 いや、 

0:43:14 わかりました。で、大破断ＬＯＣＡとの彫像重畳を考えたっていうのは、 

0:43:21 この動きだけじゃなくて、 

0:43:24 他の関電のプラントも同じ、あれ。 

0:43:28 あれで、 

0:43:28 同じ、こういう 

0:43:30 改造っていうのはやられて 

0:43:31 はい。 
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0:43:33 これから動く、高浜 12 本含めてやっていこうと考えて、 

0:43:40 美浜も、はい。 

0:43:44 よくわかりました。 

0:43:46 はい。 

0:43:47 あります。 

0:43:48 で、もう 1 点目すいません 

0:43:52 野地さん宮のパワーポイントで 1000 

0:43:56 13 ページなんですけど、深山さん後の 13 ページ。 

0:44:00 ＩＣＰサプライシノ導入の部分。 

0:44:07 これ見るとですね、ＳＤＳＤＳ導入後はですね一番右の方なんですけど、 

0:44:12 これが完全になくなってると書いてあるんですけど、 

0:44:16 これ 100％なくなるというふうに今してあるんですがそれでいいんでしょ

うか。いや、 

0:44:22 決定論的だってはそれでいいんですけど、今確率を考えるとですね。 

0:44:27 補償率が 16 の 4 乗とか 6 乗考えちゃうと、ある程度考えショウガンじゃ

ないか。 

0:44:32 いうことが一つ。あとは、 

0:44:34 それを 100％漏えいがないと判断した根拠は何かあれば、それを、 

0:44:43 事業本部これ聞こえました。 

0:44:46 すいません関西電力の原子力事業本部です。音声の方がすごい不明

瞭で、判別できなかったんですけれども 

0:44:54 わかりやすくもう一度言っていただいてもよろしいですか。 

0:45:04 すいません規制庁の衛藤です。宮澤様の声はすごく明瞭に聞こえる 

0:45:08 距離の成果わからないんですけどすごく遠くの声だとすごくぼやけて聞

こえてしまいまして、 

0:45:15 ちょっと聞こえづらいなというところがございます。 

0:45:17 トガサキですけど私の声は聞こえてます。 

0:45:22 はい。 

0:45:24 判別できるほどには、 

0:45:29 トガサキです。こちらの方はどうですか。マイク変えたんで、 

0:45:35 はい聴こえるには聞こえるんですけど、若干小さいなという感じですけ

ど、聞こえます。 

0:46:02 すいません、規制上のイトウです。じゃあ、再度質問します。 

0:46:06 深山さんのですね、パワーポイント 13 ページ目。 
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0:46:11 1 オオクボで見るとですね、シャットダウン収入導入後はですね、漏えい

が 0 になってるんですけど、 

0:46:19 を考えればゼロということはあれなんじゃないかということを考え、 

0:46:23 それが一つと、あと、 

0:46:25 その漏えいなしとした根拠があればそれを知らせる。 

0:46:29 以上です。 

0:46:42 要は質問、ご質問は、ナガシマですけどすシャットダウンシールを導入

することで、関西電力はもう、ＲＣＰシールＬＯＣＡっていうのは発生しな

いと。 

0:46:56 考えているかどうかって、そういうことですかね。 

0:47:01 はいなぜ 100％、確率論的評価なのになぜ 100％してるのかが一つで

すね。 

0:47:17 いうのは、どっか書いてありましたっけ、13 枚目。 

0:47:23 今までの例で、遮断指導も起きると。 

0:47:28 漏えいなしに判断されてますので、それを見て 100％って言っても、 

0:47:40 事業本部さん、これ、萩さん、これわかります。 

0:47:56 ローン、すみません質問が理解できてなくて、 

0:48:01 うまくはずれに動いてない。 

0:48:03 おっきくいってもらってよろしいですか。 

0:48:09 以上のトガサキですけど、私の声は聞こえてます。 

0:48:12 今は聞こえては聞こえます。同じぐらいの声。 

0:48:23 すいません規制庁の衛藤です。 

0:48:25 宮間野です。 

0:48:27 聞こえてますか。どうぞ。 

0:48:30 ほぼ聞こえてません。 

0:48:34 すいません。 

0:48:36 質問、こちらにお伝えいただい 

0:48:38 欲しいです。 

0:48:43 聞こえます。 

0:48:46 相談。 

0:48:48 が、 

0:48:55 が、 

0:49:15 正マネージャーご質問ありがとうございます関西電力事業本部のイクノ

です。 
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0:49:20 と、まず、今のご質問について、美浜 3 号機のスライドの 13 ページのと

ころで、 

0:49:25 江藤ＲＣＰシールＬＯＣＡの事象の防止を図るというふうに記載している

ところについて、これは 

0:49:33 漏えい 0 勝必ず成功するということを想定しているのかという、 

0:49:38 ご質問だというふうに認識をしました。 

0:49:41 それに対する回答としましては、まず、漏洩量については、完全 20ｇｐｍ

のルールであるかっていうと、そういうわけではなくてですね。 

0:49:51 これも、 

0:49:53 当社のＲＣＰがあるウエスティングハウスさ。 

0:49:56 ウエスティングハウス佐瀬ですので、 

0:49:59 一緒の 

0:50:01 文献を活用、文献を利用させていただいて、 

0:50:04 漏洩量については、1、1ｇｐｍか。 

0:50:09 比率、今、 

0:50:12 【非公開情報につき削除】 

0:50:17 【非公開情報につき削除】 

0:50:21 【非公開情報につき削除】 

0:50:23 【非公開情報につき削除】 

0:50:30 まだちょっとＰＲＡのモデル等にこれから反映してるわけではございませ

んので、 

0:50:36 この佐倉市の導入によってどれぐらいリスク的効果があるかというとこ

ろについては、今後精緻に評価をしていくところではございますけれど

も、 

0:50:44 現状、当社として想定しているさくらシールの性能については今申し上

げた通り、 

0:50:53 市野さんありがとう 

0:50:54 ちょっと補足しますと、 

0:50:58 これが、 

0:51:10 両方 

0:51:30 の方、 

0:52:11 すいません、関西電力事業本部のイクノです。 

0:52:15 【非公開情報につき削除】 

0:52:20 【非公開情報につき削除】 

0:52:23 【非公開情報につき削除】 
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0:52:24 【非公開情報につき削除】 

0:52:26 【非公開情報につき削除】 

0:52:29 【非公開情報につき削除】 

0:52:33 【非公開情報につき削除】 

0:52:42 出力降下 

0:54:04 聞こえたか。 

0:54:05 4、 

0:54:07 はい関西電力スズエサノ質問聞こえました。衛藤。 

0:54:11 ナンバー1。 

0:54:13 1.2 についてなんですけれども、 

0:54:15 生活は変わってませんでしてＰＲＡに取り込めるものから順次、高度化

として取り込んで 

0:54:23 いくような状況にあります。 

0:55:04 関西電力です承知しました者食うとかハザード関係で多数の変更があ

った際に補足として紹介させていただきます。 

0:56:25 関西電力原子力事業本部の仲村です。 

0:56:28 すいませんこの 90 強化というのを実施します。岩松断層ごとにですね、

ちゃんとといいますかサイトウ事でして、型式によって差異があったらこ

のユフを実施しまして、プラント外に活動のトピックスいただきたいといっ

たところと理解しております。 

0:56:42 こちらのところにつきましては確かにですね行為が多い 4 号機と、高浜

3 号機というところでサイトウとして異なるところで受注強化というのを実

施。 

0:56:52 してございます。こういったところをですね実施する際にですね個別具

体的に各ＦＦの実施所管箇所にですね、違い。 

0:57:01 等も踏まえまして、ご検討いただきたいといった中での実施した内容に

はなるんですけれども、 

0:57:08 こういったですねＳＥＣＥＯを同等以下でございました技術プラス指針に

も、もう参考に実施した結果ですね 

0:57:16 ちょっと検討するような内容といったところが顧問的なところがレジャー

するところを占めてございますし、そういったところについては最初の垣

根を越えて者として管理してるような内容っていうのも大きいので、 

0:57:28 今回実施したところではトピックスとして挙げられるような砕石のところ

はちょっと見つかっていないような状況になってございます。 

0:57:38 以上です。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 
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0:58:15 規制庁のトガサキですちょっと今の 

0:58:19 積極的な評価についてちょっと確認を 

0:58:22 はい。 

0:58:23 けど、 

0:58:26 まず、4 号は、56 ページから、 

0:58:33 高浜 3 号は、 

0:58:37 ガーダーです。 

0:58:53 美浜なら、それでちょっとそこのところまず確認したいんですけど。 

0:58:57 先ほどの大井 56 ページ 

0:59:02 風間さん。 

0:59:05 一つ目の矢羽根をする、見ると、 

0:59:09 中長期的な評価は、 

0:59:11 部会届け出上、10 年ごとに一度改定することになってれば、 

0:59:17 これまでは評価手法就職のため、 

0:59:23 今回、 

0:59:26 は、 

0:59:28 赤間高浜についてはさ、3 回でやり、 

0:59:32 親の多いよ。 

0:59:34 も、今回、 

0:59:39 小浜さん。 

0:59:45 の届け出、美浜については、 

0:59:49 あれですね、あんまりだから、 

0:59:55 おらへん。 

0:59:58 この、例えば美浜はですね、今ちょうどこの前フォアークて、 

1:00:05 ＰＳＲの 

1:00:13 このまま届け出が出ないと、その 10 年後にやるというような、 

1:00:20 この初回とかです。 

1:00:22 今回、もう 

1:00:25 中江深山の場合は、 

1:00:27 いえ、 

1:00:37 はい。関西電力原子力事業本部の中村です。こちらの方周期のところ

についてご質問いただいた時間にしております。 

1:00:44 こちらのところにつきましては 

1:00:47 届け出書の対象期間としましては、前回のＰＳＲのところから、今回の総

合負荷の期間までというふうに考えさせていただいておりますが、 
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1:00:58 高浜、大飯の方でも明記をしているんですけれども、中長期評価を実施

するに当たりましては、 

1:01:06 新規制基準適合基準日ですね使用前検査合格日以降から現時点まで

といったところで 

1:01:14 そういったところを評価対象期間とさせていただいておりますし、 

1:01:18 美浜 3 号機においては 

1:01:21 前回の地域適合確認から、運転、 

1:01:25 回数ですね定検等を重ねまして運転実績等もツツミ加瀬積み重ねられ

ていきますので、 

1:01:33 そういった実績の傾向等も踏まえての評価が中長評価となってきます

ので、 

1:01:39 適合以降の 

1:01:42 第 3 回ほどですね傾向も見え始めてくるようなそういったところで予約

実施ができ始めるので、そこで実施させていただきたいといったような

考え方で 

1:01:52 対象期間を決めてございます。 

1:02:00 藤。 

1:02:01 どう。 

1:04:18 規制庁のトガサキでさ、ありがとうござい。 

1:04:21 ちょっともう 1 回確認したいんですけど、 

1:04:25 高浜の 1 回目の時に、河津 

1:04:46 すいません、加茂です。すいませんちょっとご質問が聞き取れなくて申し

訳ないです。号機の方は 3 号機の 1 回目の時、 

1:05:05 等ですね、それちょっと、 

1:05:08 ちょっと等議論され、 

1:05:12 そこまでされていたかっていうところについてはそうでちょっと認識ない

んですけれども、少なからずですね第 1 回目の評価書の方にですね、 

1:05:21 まず、そのＳＳＧ25 と同等の規格である、先ほどもご説明あったんです

けども、学会標準ＰＳＲプラス指針というのが、 

1:05:31 あるんですけれどもこのＰＳＲプラス地震をですね、 

1:05:36 の解説書と、 

1:05:38 まずガイドみたいなものをですね、当時から 

1:05:42 電事連会で、 

1:05:44 議論しておりまして、 
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1:05:46 そういったですねもう少し詳細な手法とかを定めたガイドができるまでは

ですね、 

1:05:53 中長期評価の方は、 

1:06:00 やらないといいますか、そういった手法を電事連大で確立する、してした

後にやりましょうと。 

1:06:08 いうことで、 

1:06:12 電力とですね、お話をしておりまして、 

1:06:15 前提の中では最初のですね九州電力の川内、 

1:06:20 この届け出の時にも同様にですねそういった趣旨が、こう書いて届け出

をさせていただいておりまして、あと続く高浜につきましても、 

1:06:29 そのガイドが 

1:06:31 できた後に、手法をある程度勉強してからやりますといったことを、これ

までは 

1:06:39 ご説明をさせていただいてきたところと、 

1:06:42 いう古藤でございます。 

1:07:24 あ、規制庁の統括、 

1:07:27 で、その当時は、 

1:07:44 朝、最初の届け出には、 

1:07:47 そうすると、 

1:07:50 従来のＰＳＲみたいなのも、 

1:07:53 書かれてなかった。 

1:10:20 はい。規制庁の曽我先生、 

1:10:24 要はですね。 

1:10:25 オカへの届け出等が 10 年、 

1:10:33 やった方がいいですよ。 

1:10:39 の、 

1:10:43 整理。 

1:10:46 この 

1:10:47 精製工場評価自体が、 

1:10:56 プロアクティブではなくて 

1:10:59 ＰＳＲ、 

1:11:01 部会の 

1:11:03 やられてるっていう先生。 

1:11:07 美浜の方から、3、 

1:12:18 30 代のＰＳＲは、 
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1:12:24 さらに、さらに、 

1:12:26 フロア、 

1:12:30 それは、 

1:12:31 基本方針で、 

1:12:32 当時は、 

1:12:34 そのＰＳＲプラス出身とか解釈が、 

1:12:38 の、さらに、 

1:12:40 具体的なガイドとかずっとできたら、 

1:12:46 受けたと思うんですけど。 

1:12:47 そのガイドっていうのは、まだできてない。 

1:12:58 いつ何時完成はこの 2020 年の 12 月というのが、 

1:13:03 ここに書かれている。 

1:13:08 はい。 

1:13:09 これ、56 ページに書いてある、2020 年の 12 月発行って書いてあるんで

すけど、 

1:13:17 それが雑魚この何、これが、 

1:13:19 でできたので、 

1:13:22 先ほどの、 

1:13:27 他の 

1:13:34 どう 

1:13:36 本格的に、 

1:13:39 始めたというそういう時系列、 

1:13:46 中筋陸原子力事業本部のナカムラですご理解の通りであってまして、 

1:13:51 従来ですと 2015 年にＰＲ指針のというところのもとのものができますし、

それ以降に、2020 年、今お話ありましたように電事連の 12 月に、その 

1:14:03 解説をまとめまして技術レポートというのができましたので、 

1:14:07 そちらの内容を元にですね高浜 3 号機の第 3 回で、手法の習熟、習熟

を目的としまして、 

1:14:15 99％を一部実施してもらい、50 小澤実施しておりました。今回その地方

手術ができたので、 

1:14:21 あわせてデータの蓄積というのもできましたので、大飯 3 号、4 号機の

第三課イトウ高浜 3 号機の第 4 回で、9 教科を実施し、本評価を実施し

ているという流れになります。 

1:14:33 変わりました規制庁のトガサキです。そうすると大井と高野わかるんで

すけどその実は－3 号、 
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1:14:41 では、 

1:14:42 2020 年の 12 月の 

1:14:45 もう、この 

1:14:46 ガイドはできて、 

1:14:48 けど、 

1:14:48 まだ 

1:14:50 はい。 

1:14:53 データがまだ蓄積されてない。 

1:14:56 でそのデータが蓄積される、3 回で、 

1:15:07 関西電力の原子力事業本部ですご理解の通りになります。 

1:15:12 はい。あと、ＰＳＲ全壊が 2016 年、 

1:15:16 で、 

1:15:17 その 10 年、 

1:15:19 この 

1:15:20 2026 年ぐらいまでにはやられる。 

1:15:23 見通しだという理解、考えてよろしい。 

1:15:29 その時期につきましては旧強化の対象としては、その実績というのも運

転しているものの、運転してるプラントの 

1:15:40 運転実績となってきますのでこういったところは新規制基準以降の内容

がふさわしいと考えてございます。なので新規制基準適合、 

1:15:49 年月日、以降の 10 年という考え方で、うん。 

1:15:54 運転実績を蓄積して実施していこうという計画で考えています。 

1:15:59 はい。規制庁のトガサキです。 

1:16:02 タイミングについてはもう、 

1:16:05 わかりましたので、続いてですね評価の、その内容についてお伺いした

いんですけど。 

1:16:13 今回、大井 4 号とか高浜も、 

1:16:17 は、 

1:16:18 56 ページ以降で、これ、評価されてると思うんですけど、 

1:16:25 結局 

1:16:27 最後に出てきたのが、 

1:16:30 確かＤでしたっけ、ＰＰＢのところが、反映事項として、 

1:16:37 出てきたと思うんですけど、 

1:16:39 それ以外のその項目と、特に笹冒頭におっしゃってたと思うんですけど

設計古さとかですね。 
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1:16:45 そういうところのその抽出。 

1:16:48 とか分析とか、 

1:16:50 そういうものっていうのは、 

1:16:52 ちょっと評価書に書かれてるその場所を教えてもらいたいんですけども

し書かれてなかったら、どういうような評価とか分析されたのかというの

をお伺いしたい。 

1:17:11 関西電力原子力事業部で少々お待ちください。 

1:17:27 あれ、すいません、58 

1:17:28 書いてあります。 

1:17:29 58 ページで、 

1:17:31 届け出書の 12 章の、敷地特性の最新化っていうのと、 

1:17:38 等、 

1:17:39 ＰＳ6 の確率的意識評価。 

1:17:44 ていうのが吸収されてると思うんですけど、 

1:17:47 先ほど、 

1:17:50 申し上げたように、 

1:17:52 例えば、57 ページでいうとｆｓ4 の経年劣化とか、 

1:17:57 あとは、 

1:18:00 ＳＦ9 の、 

1:18:02 プラントでの経験とか、研究成果利用とか、 

1:18:06 あとＦＳＳにですかね、安全上重要なＳＳＰの現状と、 

1:18:11 こういうところで、 

1:18:14 評価とか文章。 

1:18:16 でも、 

1:18:17 聞いていただければと思い 

1:18:24 はい。関西電力原子力事業部、仲村です。ご指摘いただいたところ内容

につきましては、 

1:18:32 集中評価の中でもですね 

1:18:35 すでにですねちょっと所見と考察のところにも多少触れているところが

あるんですけれども、 

1:18:41 もともと安全性向上評価の中でもその献身的な影響も他の傾向がショ

ウジュ要素への 

1:18:49 対応っていうようなところは含まれてございますし、第 2 条でですね従

来の実施されていたＰＳＲよりも拡充されているというふうに先ほどお話

がございました新知見収集のところでも、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:19:04 大幅に入ってございまして、 

1:19:07 そういったところでも踏まえて内容、 

1:19:10 ていうのも参考にしながら中長期評価っていうのは実施してございまし

て、 

1:19:15 そういったところでですね 

1:19:18 改まってこういった中長期評価をやった際に、おいてもこれまでの定検

ごとにやっているような内容ともちょっと重複感がなかなか否めないとこ

ろもありますし、そういったところもあって、 

1:19:31 こういった措置のみが出てくるよ。 

1:19:34 ような流れになってございます。 

1:19:41 以上です。 

1:24:34 はい。規制庁のトガサキです。 

1:24:37 今の説明でちょっと第 

1:24:40 ＰのＰＲＡとの関係も、 

1:24:47 先ほど継続的な改善の 

1:25:23 あ、すみません、10、 

1:25:27 89 の方法ですね、 

1:25:32 で、 

1:25:33 はですね、ちょっと、 

1:25:35 この後、19 ページですね。 

1:25:37 この 

1:25:37 10 名中、 

1:25:39 89 課題だなっていうのは、 

1:25:42 これは、 

1:25:44 そのＰＲＡを、 

1:25:46 この評価の結果だけじゃなくてプロセス等の詳細を記載するっていうよ

うな、 

1:25:52 改善の提案に対して、 

1:25:56 ここで、特に、 

1:25:58 19 ページなんですけど、 

1:26:00 そのＰＳＲプラス指針の記載等を参考に、 

1:26:05 この抽象的な評価の中で検討しましたっていうふうに書かれてたので、 

1:26:11 先ほどだからおっしゃってたのは、 

1:26:14 そのＰＲＡとかで、 

1:26:17 どういうふうに改善されるかっていうのも、 
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1:26:20 含めて、このＰＲＡＰＳＲの中の中長期的な評価の中で、 

1:26:25 確認されたっていうそういう理解でよろしい。 

1:26:43 すみません原子力事業本部です。 

1:26:49 は、 

1:26:52 はい。 

1:26:56 はい。 

1:27:25 そうその通り。ですから、今、ちょっと今ご説明があった話をちょっと宗総

合してちょっと考えたときに、 

1:27:33 今回、 

1:27:36 中長期的な評価っていうのをやられてくれて、 

1:27:40 それで、 

1:27:41 その中で、いろんなよ要素がありますけど、その中にＰＲＡも、 

1:27:48 ＰＲＡについても、評価をして、 

1:27:53 その中でのその追加事項とかはあると思うんですけど、特にその中長

期的な評価の中でのアウトプットとして出してるわけじゃなくて、 

1:28:02 ＰＲＡの中の、 

1:28:04 中で抽出された、先ほどの再循環ポンプの総停止とかシャットダウン。 

1:28:11 とかってのは、そちらの方で抽出されてると思うんですけど、だから、 

1:28:16 抽象的な評価のアウトプットではなくて、その中の 1 要素のＰＲＡの評価

の中のアウトプットとして、 

1:28:23 ちゃんと記述追加をされてるっていう。 

1:28:26 そういう理解で良いかっていうのの確認。 

1:28:34 はい。 

1:28:38 はい。関西電力原子力事業本部仲村です。 

1:28:41 衛藤。 

1:28:43 ご理解の通りでございますし、 

1:28:47 ディー・エヌ・エーのところから注意されている措置っていうのはＰＲＡを

実施した中での 

1:28:52 措置っていうのが出てきてはございます。ただ 

1:28:55 続けて申し上げますと中長期評価を 100 の中に含まれるＰＲＡの確認と

いったところにつきましては、 

1:29:03 ＰＳＲファン指針の中でもこのＳＳ数の 6 でしたね。 

1:29:09 これについてなんですけど、 

1:29:11 アベ、 
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1:29:12 追跡評価の中におけるＰＲＡの確認っていうのは、ＰＲＡの評価モデル

でしたはいとか手法、 

1:29:19 出たそういったところにおいて感じ改善点を見いだすっていうところが目

的ですので、ＰＲＡの実施した内容というのは中長期評価には含まれて

おりません。 

1:29:29 旧状況下では 

1:29:30 そういったＰＬのやり方自体といいますかそういったところの改善性がな

いかとそういったところを、知見を踏まえて評価をした。 

1:29:38 そういったようなスミア形で実施しております。 

1:29:41 ご理解いただけますでしょうか。 

1:29:44 ですね。 

1:29:46 途中まで理解できたんですけどその中、 

1:29:49 の 19 ページ。 

1:29:51 には、 

1:29:52 金。 

1:29:54 ＩＰＳｒ＋シノ記載等を参考に、 

1:29:57 中長期的な評価の中で評価対象について検討し、評価を実施したっ

て、 

1:30:03 書いてありますので、 

1:30:05 何かだから、ＰＲＡについてもＰＳＲの 

1:30:09 中で評価されてるって書かれてるんですけど、今のお答えだと、中長期

的な評価は、そのモデルの見直しとかであって、 

1:30:21 今回やられたシャットダウンの中止とかってのは、それは中長期的な評

価の中ではいらないっていうふうに理解してよろしいんです。 

1:31:05 すいません。 

1:31:34 はい。 

1:31:36 すいません関西電力原子力事業本部の仲村です。すいませんこちらの

方で記載させていただいてる、 

1:31:43 Ｓｓ25 の中で実施するという、申し上げた内容、こちらについてはＰＲＡ

とは強関係の内容でして、内部事象、外部事象に係る評価といったとこ

ろにつきまして届け出書の 3.1．1 章のところにですね 

1:31:58 この内部事象外部事象に係る内容、 

1:32:01 においてついて評価期間中にられた知見をもとに設置許可等ですねそ

ういったものが工事する必要がないかといったような評価を行っている

パートがあります。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:32:12 そういったところの対象につきましてですね 

1:32:17 改めて 3.1．1 章で対象としている事象、 

1:32:21 以外にも 

1:32:23 そういったものがないかといったところ。 

1:32:26 について、中長期的な評価でですね対象とするハザード等について適

切かどうかプラントへの 

1:32:35 プラントの敷地特性等に踏まえて改めてやる必要がないかといったよう

なところを、この中長期許可の中でやりました。 

1:32:42 そういったような内容になります。 

1:32:45 規制庁、曽田 

1:32:47 わかりましたじゃ 

1:32:49 改善の資料の 19 ページはこれはＰＲじゃなくて、 

1:32:55 この外部事象とかの自然、自然現象ですか、他の評価の話で、それを、

あれですか 

1:33:04 評価した結果、 

1:33:07 先ほどの敷地特性の最終化に繋がってるんで、 

1:33:11 っとですね坂根沖ついては 

1:33:17 直接的な関係性というのは繋がっている等の関係はなくてですね 

1:33:23 この谷津こちらに記載させていただいているようなその外部事象内部事

象のハザードに関する内容についてはＳＡフナノハザード解析の中で対

象っていうのを考えまして、 

1:33:35 おります。今回抽出しております一変届け出書の 1.2 の最新カードとい

ったところにつきましてはｓＦ－1 のところからですね 

1:33:45 内容が古い、何ですか 

1:33:48 管理する図書等にない古い内容が何か設計、記載、記載のところで古

いところはないかといったような、 

1:33:55 そういったような内容。 

1:33:57 そういった実施項目がございますし、そういったところで評価をしていっ

た際に安全性向上評価届け出書の 1 ページのところには、 

1:34:07 何ですかね、特定のところをこちらがと、当時の内容ですね建設当時で

してセキ 

1:34:14 セイキオカのその申請した内容をそのままの写しの状態で載っている

ので、そういったところで今のａｓ－ｉｓの考え方にもよります。 

1:34:25 にも関係あるんですけれども、今の現状でペケするところはないかとい

ったようなそういったところ、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:34:32 その観点で追加措置を抽出している内容になります。 

1:34:37 はい。 

1:34:39 成長のとかさ、いろいろなあれですね、ＳＳＧ25 

1:34:45 うん。 

1:34:46 次長の中で考えられているのはちょっとわかったんですけど、 

1:34:50 おそらくですねこういう、 

1:34:53 こういう全体を評価する 

1:34:55 すごい。 

1:34:57 良いことだと思うんですけど、そこで、 

1:35:00 今回抽出されたのが、その敷地特性のところだけで、他のところは、どう

いうその評価を指されて、 

1:35:09 どういうところが、 

1:35:12 でて、どういうところはまだ課題だった。 

1:35:15 そういうのが、 

1:35:18 ちょっといろんな情報をここで分析してもなかなかわかりにくいと思うん

ですけど、そこら辺、特に今後ですねそういう、 

1:35:28 中期長期的な評価をして、それをどういうふうに、 

1:35:33 ユフをしてですね、新たにどういうことをやるか、必要があるかというの

を、 

1:35:38 抽出するっていうのを、わかりやすく説明するっていうのが、 

1:35:42 大事になってくると思いますので、次の機会とかでもいいんですけど、 

1:35:48 そういう、そういうのがせっかくやられてることなのでそれがちゃんとです

ね、 

1:35:54 わかりやすい形で表に、 

1:35:58 見えるような形で、 

1:36:00 説明されるといいんじゃないかと思い 

1:39:06 関西電力原子力事業本部の仲村です。すいません、音声が音声そのも

のが聞こえてなくて質問は、 

1:39:16 いいですか。 

1:39:17 はい。 

1:39:18 どう。 

1:39:20 3 章の中長期的 

1:39:23 評価 

1:39:26 レビュー。 

1:39:29 はい。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:39:51 関西電力原子力事業本部の仲村です。 

1:39:56 届け出書にはですね 

1:39:59 各ＳＦごとに、この実施項目、 

1:40:03 結果について表にはなっていないんですけれどもページページにです

ね 

1:40:12 ＳＦ一井でした封入安全仕事には、その結果どうだったというような記載

もございます。 

1:40:20 一覧表では、ちょっとは記載はない状態で、 

1:40:33 具体的な省の項目とか、 

1:40:39 ページ、ペイジーですかね。 

1:40:42 ＤＭ。 

1:40:44 すいません規制庁、西村さんありがとうございます。 

1:40:48 項目が並んでいて結果が書いてあることは知っているんですけど、私が

聞いているのはその届け出書の本体で、 

1:40:57 そのレビュー項目に対して、それぞれの結果を書かれた一覧表はない

のですかという質問です。 

1:41:06 ご質問ありがとうございます。実施項目一つ一つに対する、その良否と

いったようなそういった内容はロケーションにはございません。 

1:41:17 規制庁の西村ですありがとうございます。そうすると衛藤。 

1:41:20 関西電力或いは発電所として持ってるっていう理解でいいんですか。 

1:41:25 はいご理解の通りでしてより詳細なちょっと、機密情報も含む内容にな

ってますのでそういった内容については 

1:41:33 資料としてはございます。 

1:41:37 規制庁の西村です。 

1:41:38 その一覧表全部を出せれば機密情報もあるということなんであれなん

ですけど、 

1:41:45 届け出章にちゃんと書いて出していくっていうことはないん。 

1:41:50 難しい。 

1:41:57 何が言いたいかといいますと、結局 

1:42:00 せっかくこういう項目こういう視点で評価をします確認をしますというの

が書いてあるんだけれども、 

1:42:06 それぞれの項目に対してどういった結果、或いは関西電力発電所とし

てどういうふうにとらえているのかっていうことが見えてこないので、 

1:42:17 よく何をやっているんだろうかっていう話になっちゃうと思う。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:42:22 その評価の内容がどこまで書けるかはともかくとして、私たちはこういう

視点で見たときに、こういう評価はこういう認識を持っているのだってい

うことを、 

1:42:33 一つ一つ、狩野。 

1:42:34 表現していくことが、ここで書かれていることのここだとするならば、今は

そこに届いてないっていうのが私の見解なんですけどそれに対してどう

思われますか。 

1:42:51 はい。ご指摘ありがとうございます。確かにソリューションかけるかけな

いといった内容自体はございますけれども。そうですね。ちょっと具体、

個別具体的にはちょっともう少しわかり、 

1:43:02 やすさといったところですね、その 

1:43:05 東野安丸先生の方からのお話等もございますので、もし宮さんの観点

でですね取り組みっていうのが見え救うする方法がないかといったとこ

ろでちょっと形検討して参りたいなといったところを思ってます。 

1:43:21 規制庁の西村ですけれども、この安全性向上評価の届け出制度という

のが始まって、 

1:43:28 初回の会合が確か 2017 年、 

1:43:32 2016 年度 

1:43:34 やったと思うんですけど、 

1:43:35 最初は九州電力からでした。 

1:43:38 そこからずっとこの足かけ 6 年 7 年、同じような話をずっとしていて、 

1:43:43 どういう評価の内容だったのかっていう、中身がわかりませんと。 

1:43:47 いうことで様々の試行錯誤をしていただきながら、情報を拡充してきたと

いう、 

1:43:52 時間だったと思います私と甲斐から出てました 

1:43:56 結局今、ＰＳＲ話に関してやっぱり、先ほどもあったようにデータが足ら

ない。 

1:44:02 新規性。 

1:44:03 適合性確認されて再稼働してからの 

1:44:07 稼働データが、 

1:44:08 少ないということで、先送りになってきたというふうに理解をしましたけど

も、ようやくこの段で 

1:44:14 評価に入ってきたということなので、 

1:44:17 今後そのどこまで書けば、 

1:44:19 届け出として、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:44:21 世の中が満足していくのかっていうことを、 

1:44:24 前向きにお互い議論していいものに仕上げていくんだと。 

1:44:33 あ、 

1:44:34 どうもありがとうございます。 

1:45:22 事業本部、 

1:45:24 補足でご説明することあります。 

1:45:42 事業本部でございますこちらの方は特にございません。 

1:46:11 要は、 

1:46:14 役割。 

1:46:41 規制庁のトガサキですけど、 

1:46:43 今、安全評価、 

1:46:48 まず、 

1:46:56 基本的には、 

1:47:05 的には 

1:47:06 事業者、 

1:47:13 どう 

1:47:14 まず今、我々その実数の確認は、 

1:47:21 特に先ほども、 

1:47:23 いろいろ聞かせてもらいましたけど、特に今回、中長期的な評価をやら

れてますので、 

1:47:30 その中で、 

1:47:31 先ほど設計古さの話とかも、 

1:47:35 けど、 

1:47:36 その経年劣化評価の 

1:47:39 平成 25 では、項目として 

1:47:42 入ってますし、現状の設備とか、 

1:47:45 最新知見の反映とかですねそういうのもありますので、 

1:47:48 まず、今回の評価で、どういうことをやられてるのかっていう、 

1:47:54 確認です。 

1:47:55 そういうのは 

1:47:57 させて、 

1:47:58 いただいております。 

1:48:00 今田、大体今日のご説明で、 

1:48:06 どういうことをやられてるかっていうのは、 

1:48:08 わかったんですけど、やはりママダですね具体的にどういう評価か。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:48:13 仕事に、 

1:48:15 うん。 

1:48:15 この工程に評価されたということは、 

1:48:18 まだちょっとわかんない部分もありますので、 

1:48:21 また今後追加的にいろいろ、 

1:48:24 確認させていただくことは、 

1:48:27 ある。 

1:48:28 で、我々の今のその役割としてはそういう、事実確認。 

1:48:35 の内容がどういうことをやられていて、 

1:48:38 必要な項目がちゃんと網羅的に入ってるのかっていうのを、 

1:48:43 確認させていただいて中身については、自主的に 

1:48:47 事業者さんが考えることだと思いますので、 

1:48:50 その範囲の中で 

1:48:53 今後、必要なことがありましたらその都度、 

1:48:58 これ、 

1:49:10 制度っていうものが、今あって、 

1:49:15 コンテンツみたいな 

1:49:17 は、 

1:49:18 政令の中で、 

1:49:29 事例が、 

1:49:38 うん。 

1:49:39 藤。 

1:49:41 大きな評価っておっしゃる。 

1:49:44 対応。 

1:49:45 ＰＲＡやったり、 

1:49:48 最新知見を調査したりとか、保安活動を調査したり、 

1:49:52 中長期的な評価をやるまで、 

1:50:00 状況っていうのも、 

1:50:05 でですね、 

1:50:09 拾い切れて、 

1:50:18 的にはもう 

1:50:19 面談を 

1:50:22 平瀬 

1:50:28 衛藤。 

1:50:29 それ以上、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:50:36 あと、 

1:50:40 規制庁のトガサキです 

1:50:43 中長期的な評価だけじゃなくてもちろん 

1:50:46 ＰＲＡと、 

1:50:56 この、この形で処理はそういう情報を、 

1:50:59 網羅的に、 

1:51:06 それを、その情報をですね、我々は、 

1:51:09 まず、 

1:51:13 Ｄさ、冒頭でもあれですね 

1:51:17 概要の資料だけ 

1:51:19 で特に前回との 

1:51:22 違いとか 

1:51:23 そういうのがわかるものも、 

1:51:28 ご提出をお願いしましたので、そういうのも含めて、 

1:51:32 これライブで、 

1:51:36 ホームページ 

1:51:39 効果情報。 

1:51:44 ホームページの方もなるべく見やすいよ 

1:51:54 ただいろんな意見、 

1:51:59 まずは、 

1:52:09 ありがとうございます。それで思い出したんですけどちょっといって、クラ

タた、東京支社の方からですね、 

1:52:19 概要資料についても、 

1:52:21 この家の中で、 

1:52:25 ご要望、 

1:52:26 これは、 

1:52:36 そうですよね。そこまではまだ、だから 

1:52:41 とりあえず我々は、 

1:52:43 混合なんですけど、 

1:52:47 今回、美浜は、 

1:53:00 誰だ。 

1:53:00 これヒアリング 

1:53:10 等、 

1:53:18 用資料って、 

1:53:21 は、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:53:22 医者が、プレス 

1:53:24 別、 

1:53:26 どんな 

1:53:27 3 枚 4 枚ぐらい。 

1:53:32 それのことではなくて今日、今日説明して、今日私ヒアリングして、 

1:53:38 これ、 

1:53:41 いただきたいんですけど、 

1:53:43 届け出書がＦＩＸしてから、それに基づいてこれ作っていきますので、 

1:53:51 はい。はい。その時間、何、何でそういうことを目指してるかというと 

1:53:58 事業者さんは、 

1:54:00 届け出書出した時点で、 

1:54:04 プレスは、 

1:54:05 概要計算を、 

1:54:07 公開されてるんですけど、我々はその届け出を受けたときに、届け出書

を、 

1:54:13 お伺いします。ただ届け出書って何前ページ、 

1:54:17 要約がわからない状態で交差 

1:54:20 で、 

1:54:20 できるだけ我々も早く、 

1:54:23 どういうような、 

1:54:25 届け出の内容になって、 

1:54:28 公開したいと。 

1:54:30 で、あと、そういう、前回からも、 

1:54:33 基本的な、今後できたらなんですけど、 

1:54:38 同じプラントの前回からの佐田ではなくて、 

1:54:42 複数プラントがある事業者については、 

1:54:45 そのほかの号機ではやってなかったものを、もし、 

1:54:49 それは、 

1:54:50 どこがわかる。 

1:54:51 逆に他の号機でもやってって同じことをやってるんであれば、そこはどこ

かのプラントの合計でやってましたっていうのを、 

1:55:00 わかるようにその差分のところに、 

1:55:03 書いてもらうと。 

1:55:05 より、 

1:55:06 下がっても、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:55:07 これ 2 課後でも、 

1:55:10 検討してお願いしたいと。 

1:55:15 了解し、 

1:55:22 事業部なんか、 

1:55:26 あ、すみません、監査事業本部のタモンですけれども、すみませんちょ

っと 1 個確認なんですが、先ほどトガサキさんのご説明の中で、 

1:55:37 我々が届け出をした後、規制庁さんの方で届けでしょう。ホームページ

にアップされるんですが、 

1:55:43 そのときに概要資料を一緒にアップしたいとおっしゃったように聞こえた

んですけどその認識合ってますか。すいません 

1:55:53 概要資料っていうか、 

1:55:55 我々はその 

1:55:57 今日のヒアリング資料のことを、 

1:56:00 で、 

1:56:00 当然その届け出の日に、もうヒアリング資料っていうのを、 

1:56:08 作っていただくと、多分時間、時間的に無理だと思いますので、 

1:56:11 届け出のヒート別の、 

1:56:14 うちでも結構です。ただ、 

1:56:16 今田越智申し上げたように、 

1:56:20 その何千ページもあるようなものを、ホームページで公開してるんです

けど、 

1:56:25 やっぱりそのどういう内容かっていうのはそのホームページだけだと伝

わらないので、 

1:56:29 なるべく早く、このヒアリング資料を、 

1:56:33 アップしたいと思って、 

1:56:35 あそこのちょっと時間をなるべく、 

1:56:38 早くお願いしたいということで、別にあの関連さんの概要パートを、 

1:56:42 我々のホームページに載せるっていうのは、 

1:56:45 今は考えて、 

1:56:50 わかりました。ど同時に載せられる。 

1:56:54 つもりはなくて我々から 

1:56:58 概要の方が届けば 

1:57:01 なるべく早く作るということになりますけれども、それが届いた後にアップ

されると、いうことでよろしいですか。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:57:08 理想は本当は度同時がいいんですけどそれは多分、今おっしゃったよう

に届け出の内容が固まってから、 

1:57:16 それ、 

1:57:18 まとめを作るので、時間的には、 

1:57:21 まとめる時間が必要なので、同じ日は無理ですというお話があったの

で、 

1:57:26 そこは別にあえて設けて、 

1:57:30 わかりました。すいません。ありがとうございます。 

1:57:35 ことが、 

1:57:39 もう、 

1:57:43 ない。 

1:57:48 規制庁。 

1:57:57 トガサキですけど、今後、 

1:58:00 活用するかっていうのはこれ課題だと思うんですけど。 

1:58:03 要はこのせっかくの、 

1:58:10 ないんじゃないか。 

1:58:14 我々も、まず、 

1:58:21 だって、 

1:58:21 わかりやすく、 

1:58:29 できること。 

1:58:31 当然、まずは、事業、事業者、 

1:58:35 方から、 

1:58:36 積極的に、 

1:58:37 わかりやすく言うと、 

1:58:45 届け出を受けて、 

1:58:46 それを、 

1:58:47 そのまま我々が持ってるわけではなくて、 

1:58:50 それを、 

1:58:51 わかりやすい形で、 

1:58:52 いろんな方が、 

1:58:54 事業者からこういう届けを出しましたっていうのを、 

1:58:57 伝える。 

1:58:58 ていく必要がある。 

1:59:07 まず、 

1:59:10 事業者が、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:59:12 いいよ。 

1:59:13 しないといけないんだけどでき、 

1:59:15 ことを、は、 

1:59:24 今回、美浜 3 号機、プレス。 

1:59:29 今までこう、 

1:59:31 見せていた姿とちょっと違う内容で載ってる。 

1:59:36 何かこうストーリーみたいな形でわかりやすい形で、 

1:59:41 すごく 

1:59:43 ですけど、 

1:59:44 西条 

1:59:50 これは、 

1:59:51 リンクフォルダ 

1:59:52 は、 

1:59:56 上げ 

1:59:57 て、 

2:00:00 で、ただし、 

2:00:02 これ、 

2:00:03 で、 

2:00:05 例えば、 

2:00:06 原子力線、 

2:00:08 それから原子力 

2:00:10 界が 

2:00:27 あれば、それ以外に 

2:00:33 じゃあ、 

2:00:48 はい。 

2:01:35 どうぞ。 

2:01:51 今、ＤＴで、 

2:01:54 はい。 

2:02:06 規制ある。 

2:02:07 役割。 

2:02:14 役割は別。 

2:02:18 はい。 

2:02:21 金森。 

2:02:27 ターゲッ 

2:02:53 はい。もご存知だと思うんですけど、我々実用炉審査部門、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

2:03:02 この、あくまでも今出された届け出、 

2:03:06 でも、 

2:03:10 役割、役割ですので、 

2:03:12 具体的なそのガイド、ガイドに従って、書かれてるかっていう 

2:03:18 チェックしてるんですけど。 

2:03:20 ガイドの範囲であれば我々はいろいろ、 

2:03:24 確認を、 

2:03:25 させていただきたいと。 

2:03:27 で、 

2:03:27 もうガイドを超えるようなものですね。それは、今、 

2:03:32 規制企画課の方で、 

2:03:35 いろいろ、事業者 

2:03:39 をしてると。 

2:03:41 そういう、 

2:03:42 枠組みをこういうように、 

2:03:45 では、 

2:03:53 了解 

2:04:14 さんがいる。 

2:04:21 実際どんな届け出がなされて、 

2:04:41 まさに、 

2:04:44 我々が、 

2:04:45 言ってる。 

2:04:48 やばい。検討会とかメンバー 

2:04:56 だから我々が今、 

2:04:59 どういうこと。 

2:05:02 ＳＲの 

2:05:06 我々がやっぱ一番強い、 

2:05:12 かなり 

2:05:21 のデータ。 

2:05:26 まだ、 

2:05:39 直させていただくってこと 

2:06:10 を、 

 


